




































adverbe de phrase o五entё vers le sttetと解釈され,2)では adVerbe de






1)  Sοιιθrr2θ″ちPaul a r6pondu a la question de Ma五e.
2)  Paul a r6pondu sοιιθ″θ′ιa la question de Ma五e.
―rllα]ιの副詞に関するこれまでの研究では,多くの場合,副詞を文全体にか
かる文副詞 (adverbes de phrase)と文の構成素にかかる構成素副詞 (adverbes
de maniёrび1))とに大きく三分し,さらに細かな分析が試みられてきた。文副
詞 と構成素副詞 とを分ける判断基準 と して主に取 り 11げられ るものは























4)  Paul a r6ponduごし″θ″′″rere Sθ″ιθ a la quesuon de Marie.




















表す adverbes de phraseとも,「にこにこ笑って」「奇妙な態度で」といつた動
詞によつて示される行為の様態を表す adverbes de maniёr とも解釈できると
いう。
6) n a perIIlis βり″timar2ι que je parte pour la France.





(orientё vers le sttet)と1)adverbe de maniёr (Orient6 vers le sujet)とも角竿
釈できることが指摘されている op.324‐325).
8)  Paul a sθオ′θ″釦ιr6pondu a la quesion de Ma五e.
しか し ご缶″θ″aniёre′こ の場合には上で見たような解釈の二重性は存在
せず,常にadverbes de maniёr とみなされる。
9) Il a permisご缶″θ″′″iёrefF"tillθ que je parte pour la France.
10)Elle s'ёpiait ピ缶″θ Jma″iёre θ口五eIIsθ, pour discerner si ene ne
sou■卜ait pas.
ところで Ducrot(1980)では,個々 の高1詞K/P])の機能を以下に示すように 3
つに分けて捉えている ●p.35-36).
① 発話の構成素 (un cOnSituant de r6nonc6)にかかるもの
Seul Pierre parlait Fra″σ力emθ″ム
② 発話全体 c'ensemble de l'ёnoncё)にかかるもの












seul Pierre parl五t),①と③を満たすもの (Je suis venuがわ′ォカasaヴノИ ιο口ι








































2,adverbes de lnanttreと“ma ttre"を表す日|1詞
多くの先行研究において,副詞が文の構成素にかかる場合には adverbes de
maniёre,文全体にかかる場合には adverbes de phraseと大きく二つに分類さ
れていることは 1.1.でも見たとおりである。
ところで,しばしばこの“adverbes de maniёr "と「maniёreを表す副詞」と
は混同されて用いられているように思われる。つまり,「maniёreを表す副詞」
の意味で“adverbes de maniёr "という月J語が使われている場合があるのだ。そ
こで以 下では“adverbes de maniOre"と「maniёreを表す副詞」の定義について
考えてみたい。
Gary―P五eur(1982)では 《ma五ёre》に二つの定義を与えている ●■6):
① r22′″」θJθl:Circonstances ou inodaht6s liёes a une action.
② Jη′″Iara:Quttht6S Sp6c五ques d'un processus.
燿a″ガ
“
1は文中の機能 として統辞的側面か ら捉 えられ るものであ り,
コ′″iёraは純粋に意味的側面から捉えられるものであるという (p.16)。こ










13) Paul a COnduit ρrII(桑9ノη″θ″ι au retour de la soir6e. O肛ohnieL
1985:322)
14) Dehors, on entend aル
"力












13') Paul a cond伍tご缶″θ″コ′″Iθ´ θ ρrllttenιθ au retour de la soirёe。
次に,″]′′ガra2とみなすことができるものには以下のようなものがある。
15) Pierre a lu l'annonce′′ιθ″″yθ″フθ″ι。(Guilnie■1996:60)










15') Paul a lu l'annonceごし″θ″7′″Jご劇θ′ォιθβムFライθ.
















18)Le policier a bless6 z:θrtel r2θβι(・ご缶″θ J″′″iёre」口θrteFfa le
manttstant.(GttiIFuer,ゴbゴd:85)





pour dёpression et alcoohs】me。(力blJ7(9わs.IわJdi)
20)La fr6quence des s6ismes a toutefois ttrιθ
“
θ″ι∈ご後″θ″′″iёr







21)■bttiSa Jθηg′″θ″ι(士ご後″θ″2′″iёre」b″g口のa la nuque.Crlaubert,
おid_:87)
















23) Son voile, qui de son chapeau d'honllne descendait θЭ■iqυθ″θ″ι
(士グ缶′θ Z:′″ゴぬ で Obliq口の Sur ses hanches.(Flaubert,ゴ″ Guimi ,
1996:61)
24)Ses yeux lne rappelaientびtra″♂θ」"θ″ι(?ご後″θ」"′″」δ2り び
オ″η″♂の











































27)II se d6place L銀′θ″7θ″ム(ChOi―」Onin,1999)
28)II se d6placeご缶″θ″′″r re ten″θ.
両文とも,結果的に「移動するのに時間がかかる」ことを示してはいるのだが ,
Choi‐Jonin(1999)によると,27)では 《se dёplacer》という行為の展開 して




















































16')Max ttme L6aご缶燿θ″a″iere ar贔
".












30)Max ailrle la IIlusique ρ′ssJθ″″6mθ″ム
31)(りMaX ainle la musiqueグ缶″θ″]′″ゴさre ρ′ssion″びθ.
32)Les chr6tiens dment Dieu′測θ″″θ″ム

























34)(?)La boule se d6placeご缶″θ″]′″Jθrθ L撻″θ Sur le tapis.













上の 24)の例でも無生物主語が用いられているが,《ses yeux》を擬人化 し
















































1.“advorbes de mfiniさre"の用語の定義については2章で扱 う。
2.青井 (1996)では,"И触盟JJi“







θ″ιの副詞が a〔lverl)es(lo malliёre orient6s vers le sujetと
みなされる場合に限られるといわれてきたが (Gary‐Priou■1982:19,Moliniot




′こ に置き換えることのできない場合や,adverbes de maniёr orient6s
v(〕rs lo sujet以外の場合にも置き換えの口I能な場合のあることがその後指摘され
ている (Molinien 1990:36‐37,Gllimi(〕■1996:60‐1).
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